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即ち、約 0.6%H2 O2 4ccと蒸溜水 5.8ccf'L Mj3 Nal HP04 O.1ccー を加えたものを混合
し、とれに 0.85%NaCl溶液で25倍に稀釈した体液0.1α を入れて全容 lOcc，pH 6.8の鍛
衝液とLて300CI'L 30分間放置した後、 10% H2 50， 5cc I'Lて作用をとめ、その後10%KI 5cc 










‘ 組量 自 数 (!)50C) 材料摩地 10 15 。 5 20 
倉 Jt 8 162.1 163.8 200.3 196.1 
" ♀ 49.7 28.1 48.4 39.3 
ヨE 金 s 189.7 253.7・ 303.5.. 533.6 
" 中 67.6 66.6・ 137.2・ 116.3 。畠 162.1 240.7 243.1・

















区 移注月日 供献血数 最ま初主義の鋪品イ邑備目 ーや敏 調化前回-
、， f 
Ex.1 9. 1 20 4 15 
Cont. 1 11 11 8 8 M泊. 43 
M肱. 49 
Me血. 44.7 
Ex.2 22. 1 20 3 1 16 
Cont. :1 " 11 15 4 Min. 34 
Max. 55 
Me釦. 43.0 
Cont.2' (K→K) ‘" N 1 1 41 
Ex. 3 23. 1 22 
Cont.3 " 50 17 4 Min. 41 
Max. 42 
Me釦1. 41.8 
Ex.4 13. 1 30 
Cont.4 11 . 20 3 3 Min. 43 
Max. 53 
Me加. 46.3 




Cont; 5 h 40 30 11 Min. 35 
Max. 52 
Mean. 43.6 
Cont.5 (K→K) 1 46 
備考 Cont.は無処理の、 C佃 t.(K→K)は倉政摩幼患の体液を倉事量産のものに移注した対照を意
味する。
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第 3表 若麟の体液宅を旨休眠幼虫に移注した場食の踊化誘導
s刊符¥r;密 .J;じi色
写真.! 13. 1 
C個 t，1 1 






































結 紫 後 経 :晶 日 数
材料産地 精査を部位 。 5 10 15 
対照く無処理〉 185.5 187.6 200.3 241.7 
頭 部 11 280.4・ 3:11.5・ 388.0・
倉 E投 8
胸 郵 241.9・ 297.2・ 283.4 11 
腹 宮E " 203.5 
対側C無処理〉 223.7 235.0 
頭 宮E n 302.1僑
宮E 金色
胸 書事 153.6・" 
































第 5表 鮪紫した場合に於ける体液カタヲ戸ゼ作用の消長 (H!0，分解量百分率〉
‘ ..砂場-. 
納 事t 後 経 治 日 数 (250C) 
。 2 4 5 '6 10 20 材料摩地 結実t部位
対照〈無処遡〉 5.7% 10.1% 31.0% 34.5% 
倉政頭 部 11 33.2% .55.1% 31.4% 
胸部 、11 10，3% 15.5% 23.3% 
対照K無処理) 21.5% 46.5% 61.7% - 64.3% 
黄金頭 部 11 62.3% 72.5% 74.7% 
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費量 1 図 ニ化幌畠幼轟の皐丸 (x30)
Aエ庄内重量加温前; B:[司25?C加温]0日後、
第 2 図 ニイh喫議幼織の卵巣くx18) 
A:庄内霊的日f直前; B:問250C加温15日後; 0:卵蝶， F:脂肪体
第 3 図 ご化.4幼議の前胸腺 (x6[.) 
A:休際幼議の前胸腺; B:前踊の官官胸線、 共に2月5日(1951)撤字
???
。
